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○

国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
（
抄
）

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
行
政
運
営
に
お
け
る
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
職
員
に
つ
い
て
交
流
派
遣
を
し
、
民
間
企
業
の
実
務
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ

て
、
効
率
的
か
つ
機
動
的
な
業
務
遂
行
の
手
法
を
体
得
さ
せ
、
か
つ
、
民
間
企
業
の
実
情
に
関
す
る
理
解
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政
の
課
題
に
柔
軟
か
つ
的
確

に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
能
力
を
有
す
る
人
材
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
民
間
企
業
に
お
け
る
実
務
の
経
験
を
通
じ
て
効
率
的
か
つ
機
動
的
な
業
務
遂
行

の
手
法
を
体
得
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
交
流
採
用
を
し
て
職
務
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
行
政
運
営
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
交
流
派
遣
及
び
交
流
採
用
（
以
下
「
人

事
交
流
」
と
い
う
。
）
に
関
し
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
も
っ
て
公
務
の
能
率
的
な
運
営
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

（
略
）

２

（
略
）

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
交
流
派
遣
」
と
は
、
期
間
を
定
め
て
、
職
員
（
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ
る
職
員
、
常
時
勤
務
を
要
し
な
い
官
職
を
占
め
る
職
員

そ
の
他
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
を
、
そ
の
身
分
を
保
有
さ
せ
た
ま
ま
、
当
該
職
員
と
民
間
企
業
と
の
間
で
締
結
し
た
労
働
契
約
に
基
づ
く
業
務
に
従

事
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
。

４

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
交
流
採
用
」
と
は
、
選
考
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
者
を
任
期
を
定
め
て
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
を
占
め
る
職
員
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
を
い

う
。

一

民
間
企
業
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
っ
て
、
引
き
続
い
て
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
と
な
る
た
め
退
職
し
た
も
の

二

民
間
企
業
に
現
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
当
該
雇
用
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

５
・
６

（
略
）

○

国
家
賠
償
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
（
抄
）

第
一
条

国
又
は
公
共
団
体
の
公
権
力
の
行
使
に
当
る
公
務
員
が
、
そ
の
職
務
を
行
う
に
つ
い
て
、
故
意
又
は
過
失
に
よ
つ
て
違
法
に
他
人
に
損
害
を
加
え
た
と
き
は
、
国

又
は
公
共
団
体
が
、
こ
れ
を
賠
償
す
る
責
に
任
ず
る
。
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②

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
公
務
員
に
故
意
又
は
重
大
な
過
失
が
あ
つ
た
と
き
は
、
国
又
は
公
共
団
体
は
、
そ
の
公
務
員
に
対
し
て
求
償
権
を
有
す
る
。

第
二
条

道
路
、
河
川
そ
の
他
の
公
の
営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
つ
た
た
め
に
他
人
に
損
害
を
生
じ
た
と
き
は
、
国
又
は
公
共
団
体
は
、
こ
れ
を
賠
償
す
る
責

に
任
ず
る
。

②

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
他
に
損
害
の
原
因
に
つ
い
て
責
に
任
ず
べ
き
者
が
あ
る
と
き
は
、
国
又
は
公
共
団
体
は
、
こ
れ
に
対
し
て
求
償
権
を
有
す
る
。

○

内
閣
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
号
）
（
抄
）

第
三
条

各
大
臣
は
、
別
に
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
主
任
の
大
臣
と
し
て
、
行
政
事
務
を
分
担
管
理
す
る
。

②

（
略
）




